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この研究は、岐阜保健大学研究倫理委員会において、ヘルシンキ宣言の趣旨に添い、人を対象とす

る医学系研究に関する倫理指針を遵守し実施されることが審査され認められた研究です。 

今回の研究は、試料等を利用させていただく個々の研究対象者の皆様から直接承諾を得て行うこと

が困難ですので、研究内容の情報を大学ホームページの中に掲示して研究対象の皆様に公開し、研究

の対象者となることを拒否できる機会を設けるものです。 

研究の対象者となることについて、同意されない場合はお手数ですが下欄に記しました担当者にご

連絡ください。直ちに関係する試料・情報の利用を停止いたします。 

もし、本研究に関してその他のご連絡がありましたら、担当者までお願いします。 

 

研究課題名 
新型コロナウイルス感染症流行下における看護系大学生の臨地実習

日数と看護技術到達度との関連 

研究機関名、部署 岐阜保健大学 看護学部 

研究機関の長 河田美紀 

研究責任者 梶原志保子 

試料・情報の利用目的及び利用方法 

本研究は，2022 年度の看護学部 4 年生を対象とし，新型コロナウイ

ルス感染症の影響により十分な臨地実習を経験できなかった看護学

生の看護技術習得状況を把握し，臨地実習日数の短縮が看護技術習得

に影響を及ぼしたのかを検討します．対象学生のみなさんから提出さ

れた看護技術録を集計し匿名化された看護技術到達度データと看護

学実習における各学生の臨地実習日数を匿名化した状態で用いて分

析を行います．研究のために，新たに提出を求めることはいたしませ

ん．また，個人を特定するような情報は研究に用いません． 

利用又する試料・情報の項目 対象学生の看護学実習における臨地実習日数と看護技術到達度 

利用を開始する予定日 倫理審査承認日 

利用する者の範囲 

岐阜保健大学看護学部非常勤講師 梶原志保子 

豊橋創造大学保健医療学部講師 楳田恵子 

名古屋市立大学大学院看護学研究科・看護学部准教授 秋山直美 

岐阜保健大学看護学部教授 永坂和子 

試料・情報の管理者 
本研究における個人情報保護責任者 永坂和子 

情報管理業務の実務 梶原志保子 

試料・情報を利用する学外の研究機

関名・研究責任者名 

豊橋創造大学保健医療学部講師 楳田恵子 

名古屋市立大学大学院看護学研究科・看護学部准教授 秋山直美 

情報提供する場合は，匿名化されたデータの分析結果として提供しデ

ータの紛失や遺漏等を防止します． 

連絡先 

岐阜保健大学 看護学部 

非常勤講師 梶原志保子 s-kajiwara@gifuhoken.ac.jp 

教授 永坂 和子 k-nagasaka@gifuhoken.ac.jp 
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